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１【提出理由】

　当社及び当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生いたし

ましたので、金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号及び第19

号の規定に基づき、本臨時報告書を提出するものであります。

 

２【報告内容】

１．当該事象の発生年月日

2026年７月28日

 

２．当該事象の内容

　「令和８年熊本地震」の影響により、九州新幹線をはじめとした運転見合わせ・本数削減等が発生し、鉄道旅客運

輸収入が減少いたしました。また、九州新幹線においては高架橋の損傷やレールの変状、在来線においては橋りょ

う、乗降場等の変状や電柱等の損傷等、鉄道設備への損害が発生いたしました。また、当社グループが運営する駅ビ

ル等で一部休業等が発生したほか、駅ビルにおける扉やエスカレーターの一部破損等の損害が発生いたしました。

 

３．当該事象の損益及び連結損益に与える影響額

　（１）九州新幹線・在来線

　　　・鉄道旅客運輸収入の減少額：約67億円

　　　・バス代行による営業費用の増加額：約４億円

　　　・特別損失として計上する鉄道設備の損害額：約90億円

　　　　※鉄道設備の損害額のうち、九州新幹線の車両を除く設備について資産を保有している独立行政法人鉄道建

　　　　　設・運輸施設整備支援機構と復旧方針及び負担に関して協議を行っているところであり、今後の協議の結

　　　　　果に応じて、損害額を修正する可能性がございます。

　（２）駅ビル等

　　　・駅ビル等の休業等による営業収益の減少額：約７億円

　　　・営業収益の減少に伴う営業利益の減少額（売上連動費用の減少等を加味）：約４億円

　　　・特別損失として計上するエスカレーター等の復旧費用額：約２億円

 

以　上
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